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はじめに
本稿は、阿毘達磨集論研究会［2019］の続編であり、『阿毘達磨集論』（Abhidharmasamuccaya）
とその注釈『阿毘達磨集論釈』（Abhidharmasamuccayabhās.ya）の梵文テクストを再校訂し、
その和訳を試みるものである。前稿と同様に両論書の和文完訳が未刊行である点、および、新
たに確認された『阿毘達磨雑集論』（*Abhidharmasamuccayavyākhyā）の梵文写本の読みを踏
まえた梵文の再検討が必要である点、主にこの二点を理由に、その梵本再校訂と和訳を目指す。
本稿に収録する部分は、第一篇「本事分」の第一章「三法」中の「建立」における、「行蘊建
立」の一部である。「行蘊建立」全体は心所法と心不相応行とから成るが、その中で本稿が収
めるのは心不相応行の箇所にあたる。そこにおいて、心不相応行は諸法の諸々の状態に対して
命名するものとされ、全ては名称としての存在（仮有）であると説明される。そのため、心不
相応行のそれぞれを「よりどころ」「自性」「名称」等の観点から解説する。
研究会では、代表者である那須良彦が下訳と注を準備し、加納和雄をはじめとする班員がそ
れを検討するという仕方で作業を進めた。梵文原典の校訂は、李学竹の全面的な協力によりな
し得た。

校訂と訳について
本稿で提示する『阿毘達磨集論』の梵文校訂テクスト（暫定版）は、ゴーカレーの刊本およ
びその原本たる梵文写本（写本影印 Göttingen Xc 14/23–24（a）を使用）と、梵文『阿毘達
磨雑集論』から回収される対応箇所（Li［2017］所掲梵本翻刻）とを対校したものである。プ
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184 インド学チベット学研究 24

ラダンによる還梵テクストは参照するに留めた。また、『阿毘達磨集論釈』も同様に、タティ
アの刊本およびその原本たる梵文写本（写本影印 Göttingen Xc 14/23–24（b）を使用）と、
梵文『阿毘達磨雑集論』から回収される対応箇所（Li［2017］所掲梵本翻刻）とを対校した校
訂テクストを提示した。
本稿の校訂テクストにおいて、異読や訂正は適宜注記したが、写本特有の綴り字や連声の
標準化、アヴァグラハの追加、および分節の添削については煩を避けるため逐一報告しない。
『阿毘達磨集論釈』において太字で示した箇所は、『阿毘達磨集論』の本文を指す。
訳語に関して、個別の法の名称は術語（テクニカルターム）として理解して伝統的な漢訳

（主に玄奘の訳語）を充て、それ以外は、現代表現（とくに和語）を用いた。そして必要に応
じて、現代表現に対応する伝統的漢訳表現や梵文の原語を丸括弧で補った。
本稿で提示するテクストには諸法の定義が列挙され、それぞれの定義にはアビダルマや唯識
の諸文献において各々対応する箇所が存在する。本来ならばその対応箇所を逐一報告する必要
があるが、その作業はすでに『瑜伽行派の五位百法』をはじめとするバウッダコーシャシリー
ズにおいて網羅的になされている。そのため、本稿においては、作業の重複を避け、バウッダ
コーシャの該当箇所への言及によって、それに代えた。なお、『五蘊論』安慧釈（PSkV）の梵
文については、『瑜伽行派の五位百法』以後に出版されたため、該当箇所のみを適宜示す。

凡例
本稿では梵文テクストと和訳を見開きで提示する。提示する梵文テクスト並びにその中で使
用した記号は、Li［2017］の提示する校訂テクストに従う。三角△は、梵文写本における改
行位置を示す。
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梵文和訳『阿毘達磨集論』⑸ 185

科段
1.1.5.1.4.2 心不相応行
1.1.5.1.4.2.1 得
1.1.5.1.4.2.2 無想定
1.1.5.1.4.2.3 滅尽定
1.1.5.1.4.2.4 無想異熟
1.1.5.1.4.2.5 命根
1.1.5.1.4.2.6 衆同分
1.1.5.1.4.2.7 生
1.1.5.1.4.2.8 老
1.1.5.1.4.2.9 住
1.1.5.1.4.2.10 無常性
1.1.5.1.4.2.11 名身
1.1.5.1.4.2.12 句身
1.1.5.1.4.2.13 文身
1.1.5.1.4.2.14 異生性
1.1.5.1.4.2.15 流転
1.1.5.1.4.2.16 定異
1.1.5.1.4.2.17 相応
1.1.5.1.4.2.18 勢速
1.1.5.1.4.2.19 次第
1.1.5.1.4.2.20 時
1.1.5.1.4.2.21 方
1.1.5.1.4.2.22 数
1.1.5.1.4.2.23 和合
1.1.5.1.4.2.24 心不相応行の総括（ASBhのみ）
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186 インド学チベット学研究 24

1.1.5.1.4.2 心不相応行

【AS】AS-Ms 5r4–5（Gokhale 18.20–22）, ASVy-Ms 18r1–3（Li［2017: 232.13–16］）, cf. 早島 74.

cittaviprayuktāh. sam. skārāh. katame. prāptir asam. jñisamāpattir nirodhasamāpattir
āsam. jñikam. △

j̄ıvitendriyam. nikāyasabhāgo(1) jātir jarā sthitir anityatā nāmakāyāh.AS 5r5,
Vy 18r2

padakāyā vyañjanakāyāh. pr
˚

thagjanatvam. pravr
˚

ttih. pratiniyamo yogo javo ’nukramah.
kālo deśah. sa

△
m. khyā sāmagr̄ı ca.Vy 18r3

【ASBh】ASBh-Ms 11r1–2（Tatia 9.7–10）, ASVy-Ms 18r3–4（Li［2017: 232.17–20］）, cf. 早島 75–77.

cittaviprayuktānām. sam. skārān. ām adhis.t.hānatah. (2)
△
svabhāvatah. prajñaptitaś ca nir-Bh 11r2

deśo veditavyah. . asam. jñisamāpattinirodhasamāpatt̄ı bhūmito ’pi nih. saran. avi
△
hārasam. jñā-Vy 18r4

pūrvakābhyām. manaskārābhyām api nirdis.t.e. āsam. jñikam. manaskāravarjyair ebhir eva.
śes.ā adhis.t.hānādibhis tribhir eva.

(1) -sabhāgo] ASVy-Ms, -sabhāgatā AS-Ms. (AS および ASBh では、衆同分として nikāyasabhāgaが用い
られるため ASVy の読み方に従った。ただし、一般的なアビダルマ文献では nikāyasabhāgatā が用いられ
る。)

(2) adhis.t.hānatah. ] ASVy-Ms. ASBh-Msは、写本の右端部分の画像が切れており、dhis.t.hānatah. は画像の上
では確認できない（写本が物理的に破損しているわけではない）。行末は sam. skārān. ām a で終わっているよ
うに見える。次の行頭は svabhāvatah.から始まっているため、dhis.t.hānatah.の４音節は撮影範囲に含まれて
いない写本右側欄外に補筆されていた可能性がある。
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梵文和訳『阿毘達磨集論』⑸ 187

1.1.5.1.4.2 心不相応行

【問】心不相応行とは何か。【答】得・無想定・滅尽定・無想異熟 (3)・命根・衆同分・生・老・
住・無常性・名身・句身・文身・異生性・流転・定異・相応・勢速・次第・時・方・数・和合で
ある。

諸々の心不相応行については、よりどころという観点から (4)、自性という観点から (5)、名
称（仮設）という観点から (6)説示していると理解されるべきである。無想定と滅尽定は、地
（禅定段階）という観点からも、出離と止住の想念を〔それぞれ〕前提とする作意という観点
からも説示される。無想異熟は、作意という観点を除外した、同じ観点（地・よりどころ・自
性・名称）から〔説示される〕。残り〔の心不相応行〕は三つの観点（よりどころ・自性・名称）
のみから〔説示される〕。

(3) 原文は āsam. jñikaであり、異熟に対応する語はないが、漢訳にしたがった。
(4) ここでの「よりどころ」は、命名される状態を成立させる「よりどころ」を意味する。
(5) ここでの「自性」は、心不相応行末尾の 1.1.5.1.4.2.24「心不相応行の総括」を踏まえると、状態（avasthā）
を意味すると考えられる。

(6) prajñaptiの訳については、「仮の設定」「名付け」「表示」「表現」なども考えられるが、1.1.5.1.4.2.1「得」に
対する ASBh の説明箇所で ity ucyate という表現があり、また、1.1.5.1.4.2.21「方」に対する ASBh の説
明箇所で、deśopacārah.という表現があることから、prajñapti を「名称」と訳した。ただし、その名称に対
応する実体が存在することを認めているわけではない。阿毘達磨集論研究会［2017: 62–63］の 1.1.5.1.4「行
蘊の設定」における ASBh参照。
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188 インド学チベット学研究 24

1.1.5.1.4.2.1 得

【AS】AS-Ms 5r5（Gokhale 18.22–23）, ASVy-Ms 18r4–5（Li［2017: 232.21–22］）, cf. 早島 74.

prāptih. katamā. kuśalākuśalāvyākr
˚

tānām. (7) dhar
△
mān. ām ācayāpacaye(8) prāptih.Vy 18r5

pratilambhah. samanvāgama iti prajñaptih. .

【ASBh】ASBh-Ms 11r3–4（Tatia 9.11–14）, ASVy-Ms 18r5–v1（Li［2017: 232.23–27］）, cf. 早島 75.

△
tatra kuśalākuśalāvyākr

˚
tānām. (9) dharmān. ām ity adhis.t.hānanirdeśah. . ācayā-Bh 11r3

pacaya iti svabhāvani
△
rdeśah. . tathā hy ācaye saty adhimātraih. (10) śraddhādibhih. samanv-Vy 18r6

āgama(11) ity ucyate. apa
△
caye sati mr

˚
dubhir iti. prāptih. pratilambhah. (12) samanv-Bh 11r4

āgama(13) iti prajñaptir iti prajñaptinirdeśah. . evam anyes.v api yathā
△
yogam. yojayi-Vy 18v1

tavyam.

1.1.5.1.4.2.2 無想定

【AS】AS-Ms 5r5–6（Gokhale 18.23–25）, ASVy-Ms 18v1–2（Li［2017: 232.28–233.2］）, cf. 早島 74.

asam. jñisamāpattih. katamā. śubhakr
△̊
tsnav̄ıtarāgasyoparyav̄ıtarāgasya nih. saran. a-AS 5r6

sam. jñāpūrvaken. a manasikāren. āsthāvarān. ām. cittacaitasikānām. dharmān. ām. nirodhe
’
△
sam. jñisamāpattir(14) iti prajñaptih. .Vy 18v2

【ASBh】ASBh-Ms 11r4–7（Tatia 9.15–19）, ASVy-Ms 18v2–4（Li［2017: 233.3–7］）, cf. 早島 75.

śubhakr
˚

tsnav̄ıtarāgasyeti
△
tr
˚

t̄ıyadhyānav̄ıtarāgasya. uparyav̄ıtarāgasyetiBh 11r5

caturthadhyānāv̄ıtarāgasya. nih. saran. asam. jñāpūrvake
△
n. eti moks.asam. jñāpūrvaken. a.Vy 18v3

asthāvarān. ām iti pravr
˚

tti
△
vijñānasam. gr

˚
h̄ıtānām.(15) nirodha iti samāpatticittakr

˚
tah.Bh 11r6

kālāntaram asthāvaracittacaittasamudācāranirodhy(16) ā
△
śrayasyāvasthāviśes.ah. . nirudhy-Vy 18v4

ate ’neneti kr
△̊
tvā.Bh 11r7

(7) kuśalākuśalāvyākr
˚

tānām. ] ASVy-Ms, kuśalākuśalānām. AS-Ms.
(8) dharmān. ām ācayāpacaye] ASVy-Ms, dharmān. ām. sācayāpacaye AS-Ms.
(9) kuśalākuśalāvyākr

˚
tānām. ] ASVy-Ms, kuśalākuśalānām. AS-Ms.

(10) ācaye saty adhimātraih. ] ASVy-Ms, ācaye ’dhimātraih. ASBh-Ms.
(11) samanvāgama] ASVy-Ms, samanvāgata ASBh-Ms.
(12) pratilambhah. ] ASBh-Ms, om. ASVy-Ms.
(13) samanvāgama] em. (Cf. AS-Ms), samāgama ASBh-Ms, ASVy-Ms.
(14) nirodhe ’sam. jñisamāpattir] AS-Ms, nirodhai asam. jñisamāpattir ASVy-Ms.
(15) pravr

˚
ttivijñānasam. gr

˚
h̄ıtānām] ASBh-Ms, pravr

˚
ttivijñānasam. sam. gr

˚
h̄ıtānām. ASVy-Ms. ASBh-Ms

は、写本の右端部分の画像が切れている境に ttiと思われる１音節が確認されるか。
(16) -nirodhy] ASBh-Ms, -virodh̄ı ASVy-Ms.
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1.1.5.1.4.2.1 得

【問】得とは何か。【答】善・不善・無記 (17)なる諸法が増大したり減少したりすることに対
して (18)、「得」「獲得」「具備（samanvāgama 成就）」という名称がある (19)。

そのうち「善・不善・無記なる諸法が」とは、よりどころという観点からの説示である。「増
大したり減少したりすることに対して」とは、自性という観点からの説示である。すなわち、
〔善なる諸法が〕増大している時には、「勝れた信などを具備している」と言われ、減少してい
る時には、「劣った〔信などを具備している〕」と〔言われる〕。「『得』『獲得』『具備』という
名称がある」とは、名称という観点からの説示である。同様に、他〔の心不相応行〕について
も、適宜〔よりどころ・自性・名称などの観点について〕適用されるべきである。

1.1.5.1.4.2.2 無想定

【問】無想定とは何か。【答】遍浄〔天〕からは離染しているが、上〔地〕からは未だ離染し
ていない者が、出離する想念を前提とする作意によって (20)、断続的な（asthāvara）心・心所
法を抑止することに対して、「無想定」という名称がある (21)。

「遍浄〔天〕からは離染している」とは、第三静慮からは離染しているということである。「上
〔地〕からは未だ離染していない者が」とは、第四静慮からは未だ離染していない者がという
ことである。「出離する想念を前提とする」とは、解脱の想念を前提とすることである。「断続
的な〔心・心所法〕」とは、転識に含まれる〔心・心所法〕である。「抑止すること（nirodha）」
とは、精神集中の心（定心）によってもたらされ、しばらくの間、断続的な心・心所が顕在化
すること（現行）を抑止するもの（nirodhin）であって、所依（āśraya）〔つまりアーラヤ識〕
の特定の状態のことである。「これによって抑止される（nirudhyate）」というわけで〔、手段
の意味で「抑止すること（nirodha）」と呼ばれる〕。

(17) AS、ASBh は「善・不善」とするが、それぞれの漢訳とチべット語訳および ASVy では「善・不善・無記」
となっている。ここでは、『瑜伽師地論』（T [30] 587a10–20）等の瑜伽行派の文献を参考に、「善・不善・無
記」と理解した。瑜伽行派の「得」の理解については、早島［1992］に詳しい。また、『入阿毘達磨論』（T [28]
986a28–b2）でも「得」の解説の際には「善・無記・不善」となっている。

(18) ここでの ācayāpacaye は、ASBhの心不相応行の末尾に付された総論において、ācayāpacayāvasthāと説明
されているので、「増大したり減少したりしている状態」と考えられる。以下の心不相応行法に関しても同様に
「状態」を意味している。

(19) 他の論書の得の定義は、BK-I 156–158、BK-II 215–218、BK-III 208–211、BK-IV 232–235、BK-V 71–72、
BK-VI 105–106、PSkV 75.6–76.2参照。

(20) 「出離する想念を前提とする作意」とは、「この無想定こそが出離することであるという思い込みが先立って起
こる作意」を意味すると理解した。Cf. AKBh ad k. II-42b.

(21) 他の論書の無想定の定義は、BK-I 167–169、BK-II 228–232、BK-III なし、BK-IV 246–249、BK-V 79–80、
BK-VI 114–115、PSkV 76.3–77.13 参照。
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190 インド学チベット学研究 24

1.1.5.1.4.2.3 滅尽定

【AS】AS-Ms 5r6–7（Gokhale 18.25–27）, ASVy-Ms 18v4–5（Li［2017: 233.8–10］）, cf. 早島 78.

nirodhasamāpattih. katamā. ākiñcanyāyatanav̄ıtarāgasya bhavāgrād uccalitasya śānta-
(22)vihārasam. jñāpūrvaken. a manasikāren. āsthāvarā

△
n. ām. cittacaitasikānām. dharmān. ām.Vy 18v5

tadekatyānām. ca sthāvarān. ām. (23)
△
nirodhe nirodhasamāpattir iti prajñaptih. .AS 5r7

【ASBh】ASBh-Ms 11r7–v1（Tatia 9.19–23）, ASVy-Ms 18v5–6（Li［2017: 233.11–14］）, cf. 早島 79.

nirodhasamāpattāv uparyav̄ıtarāgasyety avacanam. bhavāgrav̄ıtarāgasyārha
△
to ’piVy 18v6

tatsam. bhavāt. tadekatyānām. ca sthāvarān. ām iti klis.t.amanah. sam. gr
˚

h̄ıtānām.
ete

△
ca samāpatt̄ı bhūmito manaskārato ’dhis.t.hānatah. svabhāvatah. prajñaptitaś caBh 11v1

nirdis.t.e.(24)

1.1.5.1.4.2.4 無想異熟

【AS】AS-Ms 5r7 (Gokhale 18.27–28), ASVy-Ms 19r1 (Li［2017: 233. 15–16］), cf. 早島 78.

△̄
asam. jñikam. katamat. asam. jñisattves.u deves.ūpapannasyāsthāvarān. ām. citta-Vy 19r1

caitasikānām. dharmān. ām. nirodha āsam. jñikam iti prajñaptih. .

【ASBh】ASBh-Ms 11v1 (Tatia 9.22–23), ASVy-Ms 19r1 (Li［2017: 233.17］), cf. 早島 79.

āsam. jñikam. manaskāravarjair ebhir eva. śes.ā adhis.t.hānādibhis tribhir eva.

(22) bhavāgrād uccalitasya śānta-] em., bhavāgrād ucalitasya śānta- AS-Ms, om. ASVy-Ms, bhavāgrāt
calitasya śānta- Gokhale. Cf. 堀内［2018: 25–26］.

(23) cittacaitasikānām. dharmān. ām. tadekatyānām. ca sthāvarān. ām. ] em. cf. AS-Tib. ASVy-Tib. 『集論』
『雑集論』, cittacaitasikānām. dharmān. ām. AS-Ms, cittacaitasikānām. tadekatyānām. ca sthāvarān. ām.
ASVy-Ms.

(24) nirdis.t.e] ASBh-Ms, nirdes.t.e ASVy-Ms.
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1.1.5.1.4.2.3 滅尽定

【問】滅尽定とは何か。【答】無所有処から離染した者（不還）、〔或いは〕有頂から離れた
者（離染した阿羅漢）が、寂静に留まる想念を前提とする作意によって (25)、断続的な心・心
所法と一部の永続的な〔心・心所法〕(26)を抑止することに対して「滅尽定」という名称があ
る (27)。

滅尽定については〔「有頂から離れた者が」と説いており、無想定のように〕「上〔地〕から
は未だ離染していない者が」と説いていないのは、有頂から離染した阿羅漢にも、それ（滅尽
定）があり得るからである。「一部の永続的な〔心・心所法〕」とは、染汚意に含まれる〔心・
心所法〕である。
そして以上の二つの定（無想定・滅尽定）は、地という観点から、作意という観点から、よ
りどころという観点から、自性という観点から、名称という観点から説示される。

1.1.5.1.4.2.4 無想異熟

【問】無想異熟（無想定の果）とは何か。【答】無想有情天に生まれた者が、断続的な心・心
所法を抑止することに対して、「無想異熟」という名称がある (28)。

無想異熟は、作意という観点を除外した、同じ観点（地・よりどころ・自性・名称）から〔説
示される〕。〔以下の〕残り〔の心不相応行〕は三つの観点（よりどころ・自性・名称）のみか
ら〔説示される〕。

(25) 「寂静に留まる想念を前提とする作意」とは、「この滅尽定こそが寂静に留まることであるという思い込みが先
立って起こる作意」を意味すると理解した。

(26) 「一部の」（tadekatyānām. , cf.『集論』『雑集論』：一分）に関しては、永続的な心・心所法がアーラヤ識と染
汚意を指し、一部とは染汚意を指すと理解した。

(27) 他の論書の滅尽定の定義については、BK-I 170–172、BK-II 233–234、BK-III なし（nirodha 212–215）、
BK-IV なし、BK-V 250–253、BK-VI 116–117、PSkV 77.14–80.3参照。

(28) 他の論書の無想異熟の定義は、BK-I 164–166、BK-II 238–241、BK-III なし、BK-IV 242–245、BK-V
84–85、BK-VI 112–113、PSkV 80.4–81.1参照。
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1.1.5.1.4.2.5 命根

【AS】AS-Ms 5r7（Gokhale 18.28–29）, ASVy-Ms 19r1–2（Li［2017: 233.18–19］）, cf. 早島 78.

j̄ıvitendriyam. katamat. nikāyasabhāge pūrvakarmā
△
viddhe sthitikālaniyama āyur itiVy 19r2

prajñaptih. .

【ASBh】ASBh-Ms 11v1–2（Tatia 9.24–26）, ASVy-Ms 19r2–3（Li［2017: 233.20–22］）, cf. 早島 79.

nikāyasabhāga
△
ekajanmikah. skandhasantānah. . sthitikālaniyama iyantam. kālamBh 11v2

anenāsmin nikāyasabhāge ’vasthā
△
tavyam. vars.aśatam. vars.asahasram. veti, karmakr

˚
tah.Vy 19r3

sāmarthyaviśes.ah. .

1.1.5.1.4.2.6 衆同分

【AS】AS-Ms 5r7–v1（Gokhale 18.29–31）, ASVy-Ms 19r3–4（Li［2017: 233.23–24］）, cf. 早島 78.

nikāyasabhāgah. katamah. . tes.ām. tes.ām. sattvānām. tasmim.△
s tasmin sattvanikāyaAS 5v1

ātmabhāvasadr
△̊
śatāyām. nikāyasabhāga iti prajñaptih. .Vy 19r4

【ASBh】ASBh-Ms 11v2–3（Tatia 10.1–2）, ASVy-Ms 19r4（Li［2017: 234.1–2］）, cf. 早島 79.

tasmim. s(29) tasmi
△
n sattvanikāya iti devamanus.yādis.u sattvajātis.u.(30) ātmabhāva-Bh 11v3

sadr
˚

śatāyām ity ekajāt̄ıyatāyām.

(29) tasmim. s] ASBh-Ms, tasmi ASVy-Ms.
(30) devamanus.yādis.u sattvajātis.u] ASBh-Ms, devamanus.yādisatvajātis.u ASVy-Ms.
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1.1.5.1.4.2.5 命根

【問】命根とは何か。【答】前〔世〕の業によって投げ込まれた（設けられた）、〔ある特定の〕
衆同分において留まっている時間の制限（長さ）に対して、「寿命」(31)という名称がある (32)。

「衆同分」とは一生分の蘊の相続である (33)。「留まっている時間の制限（長さ）」とは、「百
年間であれ、千年間であれ、その限りの時間、この者はこの衆同分に留まるはずである」とい
う〔制限〕であって、〔前世の〕業によってもたらされた特定の効力である。

1.1.5.1.4.2.6 衆同分

【問】衆同分 (34)とは何か。【答】それぞれの有情が、それぞれの有情のグループ（種類、
sattvanikāya）の中で、自己存在（ātmabhāva）(35)に関して類似していること（sadr

˚
śatā）に

対して (36)、「衆同分」という名称がある (37)。

「それぞれの有情のグループ（種類）の中で」とは、天や人などの有情の種類の中で、である。
「自己存在に関して類似していることに対して」とは、種類が同一であることに対してである。

(31) 原語 āyurに対して、チベット語訳は tshe、『雑集論』は「寿命」とするが、『集論』では「命根」となっている。
(32) 他の論書の命根の定義は、BK-I 173–174、BK-II 219–221、BK-III 216–218、BK-IV 254–256、BK-V

73–74、BK-VI 118、PSkV 81.2–82.1参照。
(33) “nikāyasabhāga ekajanmikah. ”における nikāyasabhāga が Nom. であるか Loc. であるかは検討の余地が

ある。Nom. で理解した場合は、「衆同分は一生分の蘊の相続である」という意味であり、ASVy-Tib. はこれ
を支持する。Loc.で理解した場合は「衆同分において、一生分の蘊の相続がある」という意味となる。ただし、
後者においても PSkVの内容をふまえると、その衆同分も一生分の蘊の相続であることに変わりない。ここで
は、Nom.と理解した。

(34) 衆同分とは、有情のグループ（種類）ごとの共通性を意味する。なお、瑜伽行派の衆同分については、櫻井
［2001］を参照。

(35) ātmabhāvaについて、PSkVでは五取蘊あるいは四無色蘊を本体とするものと解説していることを踏まえて、
ここでは単なる身体とは理解せず「自己存在」と訳した。Cf. PSkV 82.4–5.

(36) sattvānām. は-sadr
˚

śatāyām. に係るものとして理解したが、その前分の ātmabhāva-に係っている可能性も考
えられる。『顕揚論』T [31] 484b12（衆同分者、謂諸有情互相似性）ならびに VinSg D zhi 73a7, P zi 77a1
（sems can ’dra ba’i gnas skabs la’o）は前者の理解を支持し、PSkV 82.3–4（tes.ām ātmeti bhāvo yatra,
sa sattvānām ātmabhāvah.）は後者の理解を支持する。

(37) 他の論書の衆同分の定義については、BK-I なし、BK-II 222–224、BK-III なし 、BK-IV なし 、BK-V
75–76、BK-VI なし、PSkV 82.2–8 参照。なお、同分（sabhāgatā）の定義については、BK-I 161–163、
BK-IV 239–240、BK-VI 109–111参照。
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1.1.5.1.4.2.7 生

【AS】AS-Ms 5v1（Gokhale 18.31）, ASVy-Ms 19r4–5（Li［2017: 234.3–4］）, cf. 早島 78.

jātih. △
katamā. nikāyasabhāge sam. skārān. ām abhūtvā bhāve jātir iti prajñaptih. .Vy 19r5

【ASBh】ASBh-Ms 11v3–4（Tatia 10.3–5）, ASVy-Ms 19r5–6（Li［2017: 234.5–7］）, cf. 早島 79.

bāhyasyāpi rūpasya jātimattve(38) nikāyasabhāgamā
△
tragrahan. am. (39) sattvasantāneBh 11v4

laks.an. aprajñaptijñā
△
panārtham. bāhyam. hi rūpam. sam. vartavivartaprabhāvitam,Vy 19r6

ādhyātmikās tu sam. skārā(40) jātijarādiprabhāvitā iti.

(38) jātimattve] ASBh-Ms, jātimatvam. ASVy-Ms.
(39) nikāyasabhāgamātragrahan. am. ] ASBh-Ms, nikāyasabhāgasyātragrahan. am. ASVy-Ms.
(40) tu sam. skārā] ASVy-Ms Tatia, tu ASBh-Ms. Cf. ASBh-Tib. ASVy-Tib.: nang gi ’du byed, 『雑集論

』: 内諸行.
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1.1.5.1.4.2.7 生

【問】生（誕生）とは何か。【答】衆同分において、諸行が〔かつて〕存在せず（abhūtvā）
〔今〕存在すること（bhāva）に対して、「生」という名称がある (41)。

外界の色も生を有するけれども、ただ衆同分にのみ言及するのは、有情の相続に対して〔の
み、生という〕特徴を命名 (42)していると知らしめるためである。なぜならば、外界の色は
〔世界の〕帰滅（sam. varta）と生成（vivarta）によってあきらかにされる（prabhāvita）が、
内的な諸行（有情の相続）は生や老などによってあきらかにされるからである (43)。

(41) 他の論書の生の定義は、BK-I 175–176、BK-II 252–254、BK-III なし、BK-IV 257–259、BK-V 92–94、
BK-VI 119、PSkV 82.9–15参照。

(42) 生相、老相などの特徴を命名することを意味する（1.1.5.1.4.2.24 の laks.an. āvasthāyām. catvārah. を参照）。
(43) Cf. PSkV 83.15–84.12:

【反論】nanu ca bāhyasyāpi rūpasya jātijarāsthityanityatāh. santi. tat kimartham. nikāyasabhāga
eva sam. skārasantānasya jātyādaya uktāh. , na bāhyasya rūpasyeti. 【答論】yān̄ımāni bhaga-
vatā sam. skr

˚
talaks.an. ān̄ıty uktāni jātir jarā sthitir anityatā ca, tāni sattvākhyān eva sam. skārān

ādhikr
˚

tya (read adhikr
˚

tya) na bāhyān iti jñāpanārtham.
【問】 kasmāt punar bhagavatā ubhayes.ām api tulye jātisattva upāttān eva sam. skārān adhikr

˚
tya

sam. skr
˚

talaks.an. āny uktāni. 【答】bāhyam. hi rūpam. sam. vartavivartaprabhāvitam, ādhyātmikās
tu sam. skārā jātijarādiprabhāvitāh. . etad uktam. bhavati, vināśotpādau bāhyasya rūpasya
sam. vartavivartaśabdena loke prasiddhāv iti bhagavatāpi lokam anuvartamānena tathaivoktau,
na jātyādiśabdena. ādhyātmikās tu sam. skārā jātijarādiprabhāvitāh. , jātā j̄ırn. āh. sthitā vinas.t.ā iti.
tes.ām. bhagavatāpi lokānuvr

˚
ttyotpādādayo jātyādiśabdena nirdis.t.ā iti.

【反論】だが、外界の色にも、生・老・住・無常性がある。それゆえ、なんのために、衆同分のみにおける諸行
の相続にある生などが説かれ、外界の色にある〔生などが説かれ〕ないのか。【答論】生・老・住・無常性は、
世尊によって「これらは有為の諸相」と説かれたところのものだが（Cf. AKBh 76.23–24）、それら〔有為の
諸相〕は有情と呼ばれる（sattvākhya）諸行のみに関して〔説かれたのであり〕、外界の〔色〕に関して〔説
かれたの〕ではない、ということを知らしめるためである。
【問】では、両者ともに生〔など〕がある点が共通するのに、世尊が有執受の諸行のみに関して有為の諸相を
お説きになったのはなぜなのか。【答】なぜならば、外界の色は、帰滅（sam. varta）と生成（vivarta）によっ
てあきらかにされる（prabhāvita）が、内的な諸行は、生や老などによってあきらかにされるからである。
以下のことが説かれたことになる。世間では、外界の色の生と滅は、帰滅と生成の語によって周知されてい
るから、世尊も世間に従って、全く同様にお説きになったのであって、生などの語をもって〔お説きには〕な
らなかった。一方、内的な諸行は、「生まれた」「老いた」「生存（住）している」「亡くなった」というように、
生・老などによってあきらかにされる。世尊もまた世間に従って、それら〔内的な諸行〕の生起などを、生な
どの語をもってお示しになったのである。
なお、ここで言及される prabhāvitaの語については、Schmithausen［1969］をはじめとする先行研究で議
論がなされており、金［2007］によってまとめられている。また、Schmithausen［2014］ではさらなる検討
がなされている。
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1.1.5.1.4.2.8 老

【AS】AS-Ms 5v1（Gokhale 18.32）, ASVy-Ms 19r6–v1（Li［2017: 234.8–9］）, cf. 早島 78.

jarā katamā. nikāyasabhāge sam. skārān. ām. prabandhānyathātve jareti pra
△
jñaptih. .Vy 19v1

1.1.5.1.4.2.9 住

【AS】AS-Ms 5v1（Gokhale 18.32–33）, ASVy-Ms 19v1（Li［2017: 234.10–11］）, cf. 早島 80.

sthitih. katamā. nikāyasabhāge sam. skārān. ām. prabandhāvipran. āśe(44) sthitir iti
prajñaptih. .

1.1.5.1.4.2.10 無常性

【AS】AS-Ms 5v1–2（Gokhale 18.33–19.1）, ASVy-Ms 19v1（Li［2017: 234.12–13］）, cf. 早島 80.

anitya
△
tā katamā. nikāyasabhāge sam. skārān. ām. prabandhavināśe ’nityateti(45)AS 5v2

prajñaptih. .

【ASBh】ASBh-Ms 11v4–5（Tatia 10.5–6）, ASVy-Ms 19v1–2（Li［2017: 234.14–15］）, cf. 早島 81.

prabandhavināśo
△
maran. am. ve

△
ditavyam.Vy 19v2

Bh 11v5
ete ca jātyādayo na pratiks.an. am. veditavyāh. , kim. tarhi prabandhāvasthāsv iti.

(44) -pran. āśe] AS-Ms, -pran. āse ASVy-Ms.
(45) ’nityateti] ASVy-Ms, ’nityeti AS-Ms.
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1.1.5.1.4.2.8 老

【問】老（老化）とは何か。【答】衆同分において、諸行の連続体 (46)が変異していくことに
対して、「老」という名称がある (47)。

1.1.5.1.4.2.9 住

【問】住（存続）とは何か。【答】衆同分において、諸行の連続体が消失しないことに対して、
住という名称がある (48)。

1.1.5.1.4.2.10 無常性

【問】無常性 (49)とは何か。【答】衆同分において、諸行の連続体が消失することに対して、
「無常性」という名称がある (50)。

「連続体が消失すること」とは、死ぬことであると理解されるべきである。
そして以上の生などは、刹那ごとに（刹那に関して）理解されるべきではなく、連続体の
諸々の状態に関して〔理解されるべき〕である (51)。

(46) 連続体という訳に関して、PSkV 83.3–4（tatrāntare hetuphalabhāvenāvasthitānām. sam. skārān. ām. nair-
antaryen. otpādah. prabandha ucyate）「その間に、因果関係によって存続している諸行が絶え間なく生起す
ることが、連続体と呼ばれる」を参考にした。

(47) 他の論書における老の定義については、BK-I 179–180、BK-II 255–257、BK-III なし、BK-IV 263–265、
BK-V 95–97、BK-VI 121、PSkV 83.1–8参照。

(48) 他の論書における住の定義については、BK-I 177–178、BK-II 258–260、BK-III なし、BK-IV 260–262、
BK-V 98–100、BK-VI 120、PSkV 83.9–11参照。

(49) 無常性とは、死を意味する。
(50) 他の論書における無常性の定義については、BK-I 181–182、BK-II 261–263、BK-IIIなし、BK-IV 266–268、

BK-V 101–103、BK-VI 122、PSkV 83.12–84.12参照。
(51) 以上に説かれた生・老・住・無常性は、刹那ごとの生・住・異・滅（いわゆる有為の四相）を指すのではなく、

一有情の生涯における段階を指すと理解される。生・住・異・滅の有為の四相を有情の心相続のみに適用して
いる理由は、ASが唯識無境の立場（外界の事物はみな心に還元される立場）に立っていることに基づくのであ
ろうか。また「刹那ごと」に関して、AS の立場は、有為法に刹那滅性を付与する毘婆沙師の立場よりも、む
しろ付与しない経部師の立場（AKBh 76.20–77.2参照）と共通する。毘婆沙師は有為の四相（あるいは三相）
に関して、「有為〔法〕の有為相は三つである。三つとはなにか。有為の生起も知られ、滅も、住異性も知られ
る」という経典（本庄［2014: 249–250 (no. 2061)］）の文言に基づいて、有為法にはこれら三つの性質があ
り、それらが刹那ごとに、法を生起させ、とどまらせ、滅ぼすのであるとして、有為法に刹那滅性を付与する。
一方で、経部師は経典の冒頭に注目し、「有為〔法〕の有為相は三つである」との文言で説明が始まることから、
これらの三つの性質は刹那にあるのではなく、あくまで有為にある性質であると述べる。
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1.1.5.1.4.2.11 名身

【AS】AS-Ms 5v2（Gokhale 19.1–2）, ASVy-Ms 19v2（Li［2017: 234.16］）, cf. 早島 80.

nāmakāyāh. katame. dharmān. ām. svabhāvādhivacane nāmakāyā iti prajñaptih. .

【ASBh】ASBh-Ms 11v5（Tatia 10.7）, ASVy-Ms 19v2–3（Li［2017: 234.17］）, cf. 早島 81.

svabhāvā
△
dhivacanam. caks.uh. śrotram. devo manus.ya ity evamādi.Vy 19v3

1.1.5.1.4.2.12 句身

【AS】AS-Ms 5v2（Gokhale 19.2–3）, ASVy-Ms 19v3（Li［2017: 234.18］）, cf. 早島 80.

padakāyāh. katame. dharmān. ām. viśes.ādhivacane padakāyā iti prajñaptih. .

【ASBh】ASBh-Ms 11v5–6（Tatia 10.8）, ASVy-Ms 19v3–4（Li［2017: 234.19］）, cf. 早島 81.

viśes.ādhivacanam. sarvasam. skārā
△
a
△
nityāh. sarvasattvā maris.yant̄ıty evamādi.Bh 11v6

Vy 19v4
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1.1.5.1.4.2.11 名身

【問】名身（名辞の集合）とは何か。【答】諸法の自性に関する言語的附託 (52)（adhivacana
増語）に対して、「名身」というという名称がある (53)。

「自性に関する言語的附託」とは、「眼」「耳」「天」「人」等々である。

1.1.5.1.4.2.12 句身

【問】句身（文の集合）とは何か。【答】諸法の特性（viśes.a）(54)に関する言語的附託に対し
て、「句身」という名称がある (55)。

「特性に関する言語的附託」とは、「諸行は無常である」「一切の有情は死ぬであろう」等々
である。

(52) 安慧による PSkVによると adhivacanaは以下の様に説明される。Cf. PSkV 84.15–16:
dharmān. ām. svarūpasyānākhyeyatvād adhyāropya vacanam adhivacanam.
諸法の自性を指し示すことはできないから、附託して言い表すものが adhivacana（言語的附託）である。
また『倶舎論』には次のようにある。Cf. AKBh 144.1–2:

kim. kāran. am adhivacanam ucyate nāma. tat kilāsyādhikam ālambanam ato ’dhivacanasam. sparśa
iti.
どうして言語的付託（adhivacana）が「名」（nāman）と呼ばれるのか。それは、これにはあまりに多い所
縁（認識対象）が属するから、それ故に、言語的付託の接触というと伝え聞く。

(53) 他の論書の名身の定義は、BK-I 183–184、BK-II 243–244、BK-III 219–220、BK-IV 269–272、BK-V
86–87、BK-VI 123–124、PSkV 84.13–18参照。

(54) ASBh によると「特性（viśes.a）に関する言語的附託」は、文章を意味すると考えられる。いっぽう、PSkV
によると viśes.aは、いわゆる「述語」を意味し、次の様に説明される。Cf. PSkV 85.5–7:

viśes.ah. punar anityatādiko ’nuvr
˚

ttivyāvr
˚

ttyātmakah. . anyatrāvartamānam. svabhāvam. viśinas.t.̄ıti
viśes.ah. .
さらに viśes.aとは、無常であることなどであり、随伴と排除を自体とするものである。よそにない自性を特
定するから viśes.aである。(55) 他の論書の句身の定義は、BK-I 185–187、BK-II 246–247、BK-III なし、BK-IV 273–276、BK-V 88–89、

BK-VI 125–126、PSkV 85.1–10参照。
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1.1.5.1.4.2.13 文身

【AS】AS-Ms 5v2–3（Gokhale 19.3–4）, ASVy-Ms 19v4, 6（Li［2017: 234.21, 234.25–235.1］）, cf.
早島 80.

vyañjanakāyāh. katame. tadubhayāśrayes.v aks.ares.u vyañjanakāyā iti prajñaptih. .
vyañjanasya vyañjanatvam. (56) tadubhayābhivyañja

△
natām upādāya. varn. o ’pi sah. ,AS 5v3

arthasam. varn. anatām upādāya. aks.aratvam. (57) punah. paryāyāks.aran. atām upādāya.

【ASBh】ASBh-Ms 11v6–12r3（Tatia 10.9–15）, ASVy-Ms 19v4–6, 19v6–20r2（Li［2017: 234.22–24,
235.2–5］）, cf. 早島 81.

tadubhayāśrayes.v iti svabhāvaviśes.ādhivacanāśra
△
yes.v aks.ares.u a i u ity evamādis.u.Vy 19v5

etāvac ca sarvam. yaduta svabhāvo vi
△
śes.as tadubhayavyavahāraś ca, tat sarvam ebhirBh 12r1

anuvyavahriyata ity evam(58) ete nāmapadavyañjanakāyā vyavasthāpi
△
tāh. .Vy 19v6

paryāyāks.aran. atām upādāyeti(59) yathā caks.uś caks.ur i
△
ty etasmāt pa

△
ryāyād anyes.vBh 12r2

Vy 20r1
api netrāks.inayanalocanādis.u paryāyāntares.u ks.arati, tair api tatsam. jñānāt. naivam a
ity etad aks.aram. a ity etam. paryāyam. muktvā paryāyānta

△
ren. a śakyate jñāpayitum, atah.Bh 12r3

paryāyā
△
ks.aran. ād aks.aratvam.(60) ks.aran. am. (61) punar gamanam. (62) veditavyam.Vy 20r2

1.1.5.1.4.2.14 異生性

【AS】AS-Ms 5v3（Gokhale 19.5）, ASVy-Ms 20r2（Li［2017: 235.6］）, cf. 早島 82.

pr
˚

thagjanatvam. katamat. āryadharmān. ām apratilambhe pr
˚

thagjanatvam iti
prajñaptih. .

(56) vyañjanasya vyañjanatvam. ] ASVy-Ms, om. AS-Ms. Cf. 『集論』: 此言文者。
(57) aks.aratvam] ASVy-Ms, aks.aram. AS-Ms. Cf. PSkV 86.5: aks.aratvam.
(58) evam] ASVy-Ms, ata ASBh-Ms. Cf. ASBh-Tib. ASVy-Tib.: de’i phyir, 『雑集論』: 是故.
(59) paryāyāks.aran. atām upādāyeti] ASBh-Ms, om. ASVy-Ms.
(60) aks.aratvam] ASVy-Ms, aks.arān. i ASBh-Ms. Cf. ASVy-Tib.: ’gyur med nyid.
(61) ks.aran. am. ] ASBh-Ms, aks.aran. am. ASVy-Ms. Cf. ASVy-Tib.: ’gyur ba.
(62) gamanam] ASBh-Ms, agamanam ASVy-Ms. Cf. ASVy-Tib.: ’gro bar.
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1.1.5.1.4.2.13 文身

【問】文身（vyañjanakāya）とは何か。【答】その〔名身と句身〕両者のよりどころである諸
音節（aks.ara）に対して、「文身」という名称がある (63)。
文が文であることは、その両者を顕し示すもの（abhivyañjana）であることに基づく。ま

たそれが字音（varn. a）でもあるのは、意味を説示するもの（sam. varn. ana）であることに基づ
く。さらにまた、〔文が〕音節（aks.ara）であることは、〔表現〕様式（paryāya）が交替不可
能（aks.aran. a）であることに基づく。

「その両者のよりどころである〔諸音節〕に対して」とは、自性に関する〔言語的附託〕
や特性に関する言語的附託のよりどころである諸音節（aks.ara）に対して、であって、「ア」
「イ」「ウ」等々である。そして全ては、〔諸法の〕自性、特性、およびそれら両者についての
言語表現に尽きるのだが、それら全ては、これら（諸音節）によってさらに言語表現される
（anuvyavahriyate）。このように、これら名〔身〕・句〔身〕・文身が設定される (64)。
「〔表現〕様式（paryāya）が交替不可能（aks.aran. a）であることに基づく」とは、例えば、

〔眼を意味する〕「チャクシュス（caks.us）」〔という名〕は、「チャクシュス」というこの様式
とは別の、「ネートラ（netra）」「アクシ（aks.i）」「ナヤナ（nayana）」「ローチャナ（locana）」
などの別の様式（同義語, paryāya）に交替可能である（ks.arati）。それら〔別の様式〕によっ
ても、それ（眼）を想起させるからである。これとは違って、「ア」というかかる音節は「ア」
というこの様式を離れて、他の様式によっては知らされることができない。このゆえに、様式
が交替不可能（aks.aran. a）であるから、音節（aks.ara）である。また、「交替すること」とは、
「変化すること」(65)であると理解されるべきである。

1.1.5.1.4.2.14 異生性

【問】異生性（凡夫であること）とは何か。【答】聖者の諸徳性（dharma）を獲得していな
いことに対して、「異生性」という名称がある (66)。

(63) 他の論書の文身の定義は、BK-I 188–189、BK-II 250–251、BK-III なし、BK-IV 277–280、BK-V 90–91、
BK-VI 127、PSkV 85.11–86.12参照。

(64) この一文を音節（aks.ara）に対する注釈と位置付けて理解したが、PSkV 86.8–12にも類似表現がみられ，そ
こではその内容を名身・句身・文身の総括として位置付けている。ASBhでは直後にも音節（aks.ara）に言及
するため、総括とは理解しなかったが、PSkVと同様に理解すれば以下のような訳になる。
そしてこの限り（自性、特性など）が全てである。すなわち、〔諸法の〕自性、特性、およびそれら両者を言
語表現するものである。それら全てはこれら〔名身・句身・文身〕によってさらに言語表現される。それゆえ
に（ity ata）、これら名〔身〕・句〔身〕・文身が設定される。

(65) punar gamanam. に関しては、punargamanam. （再び変化すること）という複合語として解釈することも不
可能ではないが、punarを接続語として理解する方が自然であると判断した。

(66) 他の論書の異生性の定義は、BK-I なし、BK-II 225–227、BK-III なし、BK-IV なし、BK-V 77–78、BK-VI
なし、PSkV 86.13–87.3参照。また小川［1982］も参照。
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1.1.5.1.4.2.15 流転

【AS】AS-Ms 5v3（Gokhale 19.5–6）, ASVy-Ms 20r2–3（Li［2017: 235.8］）, cf. 早島 82.

pravr
˚

ttih. katamā. hetuphalaprabandhānupacche
△
de pravr

˚
ttir iti prajñaptih. .Vy 20r3

【ASBh】ASBh-Ms 12r3–4（Tatia 10.16–17）, ASVy-Ms 20r3（Li［2017: 235.9–10］）, cf. 早島 83.

prabandhānupacchede pravr
˚

ttivyavasthānam ekasmin ks.an. e vyavacchinne vā
tadupa

△
cārābhāvāt.Bh 12r4

1.1.5.1.4.2.16 定異

【AS】AS-Ms 5v3（Gokhale 19.6–7）, ASVy-Ms 20r3–4（Li［2017: 235.11］）, cf. 早島 82.

pratiniyamah. katamah. . hetuphalanānātve pratiniyama i
△
ti prajñaptih. .Vy 20r4

【ASBh】ASBh-Ms 12r4（Tatia 10.17–18）, ASVy-Ms 20r4（Li［2017: 235.12–13］）, cf. 早島 83.

hetuphalanānātvam is.t.asya phalasya sucaritam anis.t.asya duścaritam ity evamādi
phalānām. pr

˚
thak pr

˚
thag anyonyahetukatvam.(67)

(67) anyonyahetukatvam] ASBh-Ms, anyānyahetukatvam ASVy-Ms.
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1.1.5.1.4.2.15 流転

【問】流転（連続性）とは何か。【答】因果 (68)の連続体が途切れないことに対して、「流転」
という名称がある (69)。

連続体が途切れないことに対して〔のみ〕、「流転」〔という名称〕の設定がある。なぜなら、
〔連続体の〕一刹那あるいは断絶したものに対しては (70)、それ（流転）〔という名称〕を転義
的に用いることがないからである。

1.1.5.1.4.2.16 定異

【問】定異（個別的定則 (71)）とは何か。【答】因と果〔の対応関係〕が種々各別であること
に対して、「定異」という名称がある (72)。

「因と果〔の対応関係〕が種々各別であること」とは、望ましい果には善行〔という因〕があ
り、望ましくない〔果〕には悪行〔という因〕があるなどという、諸々の果がそれぞれにめい
めいの〔対応する〕因を持つことである (73)。

(68) hetuphala（因果）は、hetuphalam. という中性単数形で後に表記され、その場合は二通りの複合語理解が可能
である。すなわち samāhāradvandva の場合は「因と果の総体」と理解でき、karmadhāraya の場合は「因
でもあり果でもあるもの」と理解することもできる。いずれにせよ、この「因果」は「一切の有為法」を指す。
これ以下の他の心不相応行の部分でも同様である。1.1.5.1.4.2.24「心不相応行の総括」を参照（hetuphalam.
punar atra sarvam. sam. skr

˚
tam. veditavyam）。

(69) 他の論書の流転の定義は、BK-I なし、BK-II 264–265、BK-III なし、BK-IV なし、BK-V 104–105、BK-VI
なし、PSkV 87.4–5参照。

(70) vyavacchinneを形容詞として理解しこのように訳したが、PSkVの prabandhoparameを参考にすると「〔連
続体の〕断絶」という名詞で理解することも可能であろう。

(71) 定異とは、果ごとに定まったそれぞれ異なる因があることを意味する。
(72) 他の論書の定異の定義は、BK-I なし、BK-II 266–267、BK-III なし、BK-IV なし、BK-V 106–107、BK-VI

なし、PSkV 87.6–8参照。
(73) この注釈は、因と果にそれぞれ対応関係があることを意味している。
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1.1.5.1.4.2.17 相応

【AS】AS-Ms 5v3–4（Gokhale 19.7）, ASVy-Ms 20r4–5（Li［2017: 235.14］）, cf. 早島 82.

yo
△
gah. katamah. . △

hetuphalānurūpye yoga iti prajñaptih. .AS 5v4
Vy 20r5

【ASBh】ASBh-Ms 12r4–5（Tatia 10.18–19）, ASVy-Ms 20r5（Li［2017: 235.15–16］）, cf. 早島 83.

hetuphalasārūpya
△
m, anyatve ’pi yad yasya phalam. yujyate. tadyathā dānasyaBh 12r5

bhogasam. pad ity evamādi.

1.1.5.1.4.2.18 勢速

【AS】AS-Ms 5v4（Gokhale 19.7–8）, ASVy-Ms 20r5–6（Li［2017: 235.16］）, cf. 早島 82.

javah. katamah. . hetupha
△
lāśupravr

˚
ttau java iti prajñaptih. .Vy 20r6

1.1.5.1.4.2.19 次第

【AS】AS-Ms 5v4（Gokhale 19.8）, ASVy-Ms 20r6（Li［2017: 235.17］）, cf. 早島 82.

anukramah. katamah. . hetuphalaikaikapravr
˚

ttāv(74) anukrama iti prajñaptih. .

【ASBh】ASBh-Ms 12r5（Tatia 10.20）, ASVy-Ms 20r6（Li［2017: 235.18］）, cf. 早島 83.

ekaikatvena(75) pravr
˚

ttir ayugapatpravr
˚

ttir veditavyā.

(74) -phalaikaika-] em. cf. PSkV 87.12, -phalaikatya- AS-Ms, -phalaikadhya- ASVy-Ms, -phalaikatva-
Gokhale. Cf. AS-Tib.: re re nas, 『集論』: 一一, ASBh: ekaikatvena.

(75) ekaikatvena] ASBh-Ms (tve は写本下部欄外における補筆) cf. PSkV 87.13, ekadhyena ASVy,
ekaikasyaiva Tatia.
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1.1.5.1.4.2.17 相応

【問】相応 (76)とは何か。【答】因と果の連関性（ānurūpya）に対して、「相応」という名称
がある (77)。

〔「因と果の連関性（ānurūpya）」とは〕因と果が連関すること（sārūpya）(78)であり、〔因と
果が〕別の事柄であるという関係性（anyatva）においても、ある事柄が別のある事柄の結果
として結びつく〔ことである〕。例えば、布施にとって富財の円満（bhogasam. pad）〔という果
が連関する〕云々である。

1.1.5.1.4.2.18 勢速

【問】勢速（素早さ）とは何か。【答】因果が素速く流転すること（āśupravr
˚

tti）(79)に対し
て、「勢速」という名称がある (80)。

1.1.5.1.4.2.19 次第

【問】次第（順番）とは何か。【答】因果が一つずつ〔順番に〕流転することに対して、「次
第」という名称がある (81)。

〔「一つずつ流転すること」とは〕一つずつのものとして流転することであり、同時には流転
しないことであると理解されるべきである。

(76) 相応とは、因と果が性質・様態の違うものであっても、両者に連関性があることを意味する。
(77) 他の論書の相応の定義は、BK-I なし、BK-II 268–269、BK-III なし、BK-IV なし、BK-V 108–109、BK-VI

なし、PSkV 87.9–10 参照。
(78) sārūpyaは通常「共通性」「類似性」などと訳されるが、ここでは内容に鑑みて「連関すること」と訳した。な

お、この sārūpya について蔵訳・漢訳は*ānurūpya に相当する訳語を充てる（ASVy-Tib.: rjes su mthun
pa,『雑集論』: 相稱）。ただし ASBh-Tib.は mthun paとしている。

(79) 流転の定義については、本稿 1.1.5.1.4.2.15を参照。
(80) 他の論書の勢速の定義は、BK-I なし、BK-II 270–271、BK-III なし、BK-IV なし、BK-V 110–111、BK-VI

なし、PSkV 87.11参照。
(81) 他の論書の次第の定義は、BK-I なし、BK-II 272–273、BK-III なし、BK-IV なし、BK-V 112–113、BK-VI

なし、PSkV 87.12–13参照。
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1.1.5.1.4.2.20 時

【AS】AS-Ms 5v4（Gokhale 19. 8–9）, ASVy-Ms 20r6–v1（Li［2017: 235.20］）, cf. 早島 82.

kālah. katamah. . △
hetuphalaprabandhapravr

˚
ttau(82) kāla iti prajñaptih. .Vy 20v1

【ASBh】ASBh-Ms 12r5–6（Tatia 10.20–22）, ASVy-Ms 20v1–2（Li［2017: 235.21–236.1］）, cf. 早
島 83.

hetuphalasya prabandhena(83) pravr
˚

ttau satyām. , ya
△
t tatra hetuphalam utpanna-Bh 12r6

niruddham. so ’t̄ıtah. kāla iti prajñapyate, yad anutpannam. so ’nāgatah. kālah. , △
yadVy 20v2

utpannāniruddham. sa pratyutpannah. kāla iti.

1.1.5.1.4.2.21 方

【AS】AS-Ms 5v4–5（Gokhale 19.9–10）, ASVy-Ms 20v2（Li［2017: 236.2–3］）, cf. 早島 84.

deśah. katamah. . pūrvadaks.in. apaścimottarādharordhvāsu(84) sarvato daśasu diks.u△
hetu-AS 5v5

phala eva(85) deśa iti prajñaptih. .

【ASBh】ASBh-Ms 12r6–v1（Tatia 10.23）, ASVy-Ms 20v2–3（Li［2017: 236.4–5］）, cf. 早島 85.

hetuphala
△
sya digvyā

△
ptau deśopacārah. . rūpasam. gr

˚
h̄ıtam. cātra hetuphalam. veditavyamVy 20v3

Bh 12v1
arūpin. ām. (86) digvyāpanasāmarthyābhāvāt.

(82) -prabandhapravr
˚

ttau] AS-Ms, -prabandhena pravr
˚

ttau ASVy-Ms.
(83) hetuphalasya prabandhena] ASBh-Ms, hetuphalaprabandhena ASVy-Ms.
(84) -daks.in. apaścimottarādharordhvāsu] AS-Ms, -daks.in. ottrapaścimādharordhvāsu ASVy-Ms.
(85) hetuphala eva] AS-Ms, hetuphale ASVy-Ms.
(86) arūpin. ām. ] ASBh-Ms, arūpin. o ASVy-Ms.
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1.1.5.1.4.2.20 時

【問】時とは何か。【答】因果が連続して流転すること（prabandhapravr
˚

tti）に対して、「時」
という名称がある (87)。

因果が連続して流転する場合に、そのうちの、すでに生起して滅してしまった因果は「過去
時」と命名される (88)。いまだ生起していない〔因果〕は「未来時」〔と命名される〕。すでに
生起しおわっていまだ滅していない〔因果〕は「現在時」と〔命名される〕。

1.1.5.1.4.2.21 方

【問】方（位置）とは何か。【答】東・南・西・北・下・上〔・四維 (89)〕といった、あらゆる
十方における因果そのものに対して、「方」という名称がある (90)。

因果が諸方角を占めることに対して (91)、「方」〔という名称〕を転義的に用いる。そしてこ
の場合の因果とは、色に摂められるものであると理解されるべきである。無色〔の諸法〕は、
方角を占める能力を持たないからである。

(87) 他の論書の時の定義は、BK-I なし、BK-II 276–277、BK-III なし、BK-IV なし、BK-V 115–116、BK-VI
なし、PSkV 88.1–4参照。

(88) yat tatra hetuphalam utpannaniruddham. so ’t̄ıtah. kāla iti prajñapyateの tatraの解釈は難しい。AS
は時一般について説明しており、ASBh は過去時・未来時・現在時についての説明を行なっているものと
理解してこのように訳した。通常の文法理解に従うとこのような訳となる。しかしこの場合、hetuphala
（Cf. fn. 68）が kāla の命名対象となってしまうため、pravr

˚
tti を kāla の命名対象とする AS 本文の定義

（hetuphalaprabandhapravr
˚

ttau kāla iti prajñaptih.）と齟齬する。この齟齬を回避するためには以下のこ
とが考えられる。まず、hetuphala と hetuphalaprabandhapravr

˚
tti の内実が同一であると解釈することで

ある（但しその解釈が成り立つかについては慎重に論証する必要がある）。または、tatraが「流転」を指すと
理解して、prajñāpyateの目的語と考えて当該の文を「因果がすでに生起して滅してしまった場合には、それ
（流転）に対して過去時と名付けられる」と訳すことである（但し構文解釈に不自然さが残る）。あるいは tatra
が「因果の連続」を指すと理解して「因果が連続して流転する場合に、それ（因果の連続）のうちの、すでに生
起して滅してしまった因果」と訳することも可能である 。目下、最終的な結論は得られていないため、その判
断についてはひとまず保留しておきたい。

(89) 「四維」は漢訳によって補った。
(90) 他の論書の方の定義は、BK-I なし、BK-II 274–275、BK-III なし、BK-IV なし、BK-V 114、BK-VI な

し、PSkV 88.5–8 参照。
(91) digvyāptau については「占めることに対して」と訳した。その理由は、これまでの箇所において命名対象を

処格で表示する構文がしばしば見られてきたからである。また、当該の「方」は、ASBhによると「因果が関
係している状態」（hetuphalavyavasthā）であるとされるため（cf. 1.1.5.1.4.2.24）、それに合わせるならば
上記のように「因果が諸方角を占めること」と訳すことができる。ただし、digvyāptauを「占める時に」と訳
すことも不可能ではない。その場合、直接の命名対象は digvyāptiではなく、hetuphalaと理解することにな
る。そしてその理解は ASの文章表現（hetuphala eva deśa iti prajñaptih.）と一致する。どちらの訳であっ
ても内容に齟齬はない。
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1.1.5.1.4.2.22 数

【AS】AS-Ms 5v5（Gokhale 19.10–11）, ASVy-Ms 20v3–4（Li［2017: 236.6］）, cf. 早島 84.

sam. khyā katamā. sam. skārān. ām. pratyekaśo bhe
△
de sam. khyeti prajñaptih. .Vy 20v4

【ASBh】ASBh-Ms 12v1–2（Tatia 10.24–25）, ASVy-Ms 20v4（Li［2017: 236.7］）, cf. 早島 85.

pratyekaśo bheda ity(92) abhinnaikātmakatve dvitrisam. khyādy(93)-anu
△
papatteh. .Bh 12v2

1.1.5.1.4.2.23 和合

【AS】AS-Ms 5v5（Gokhale 19.11）, ASVy-Ms 20v4（Li［2017: 236.8］）, cf. 早島 84.

sāmagr̄ı katamā. hetuphalapratyayasamavadhāne sāmagr̄ıti prajñaptih. .

【ASBh】ASBh-Ms 12v2–3（Tatia 10.25–11.2）, ASVy-Ms 20v5–6（Li［2017: 234.9–11］）, cf. 早島
85.

△
hetuphalapratyayānām. samavadhānam. tadyathā vijñānākhyasya(94) hetuphalasye-Vy 20v5

ndriyāparibhedo(95) vis.ayābhāsagamanam. tajjamanaskārapratyupasthānam. (96)
△
cetyBh 12v3

evam anyatrāpi yojayitavyam
△
.(97)Vy 20v6

(92) bheda ity] ASVy-Ms, bhede sam. khyety ASBh-Ms.
(93) dvitrisam. khyādy-] ASBh-Ms, trisam. khyādy- ASVy-Ms.
(94) vijñānākhyasya] ASVy-Ms, vijñānākhyasya hi ASBh-Ms.
(95) -bhedo] ASBh-Ms, -bhede ASVy-Ms.
(96) tajjamanas-] ASVy-Ms, tajñānamanas- ASBh-Ms, tajjñānam. manas- Tatia, tajjanakamanas- 佐久

間. tajjanakam. manas- Kramer［2013: 1032］.
(97) yojayitavyam] ASBh-Ms ASVy-Ms 佐久間, yojitavyam Tatia.
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1.1.5.1.4.2.22 数

【問】数とは何か。【答】諸行が一つずつ異なっていることに対して「数」という名称があ
る (98)。

「〔諸行が〕一つずつ異なっていることに対して」というのは、異ならない単一の本性を持
つ場合には、二や三などという数はあり得ないからである。

1.1.5.1.4.2.23 和合

【問】和合とは何か。【答】因果に関する諸条件が揃うことに対して、「和合」という名称が
ある (99)。

「因果に関する諸条件が揃うこと」とは、例えば、因果が識と呼ばれる場合には、〔その因果
に関して〕根が損傷していないことと、境が現前することと、それ（前の二条件）から生じ
る (100)作意が現に起きていること〔という条件が揃うこと〕である。同様に〔識以外の〕他の
場合にも適用されるべきである。

(98) 他の論書の数の定義は、BK-I なし、BK-II 278–279、BK-III なし、BK-IV なし、BK-V 117–118、BK-VI
なし、PSkV 88.9–10参照。

(99) 他の論書の和合の定義は、BK-I なし、BK-II 280–281、BK-III なし、BK-IV なし、BK-V 119–120、BK-VI
なし、PSkV 88.11 参照。なお、『中観五蘊論』では、心不相応行として縁和合が説かれる。詳細については
BK-VII 248–249を参照。

(100) 採用した ASVy-Msの tajjaという語は、AS 27.16–17や、『瑜伽論』の複数の箇所において、作意に係る形
容句として確認される。ここでは tatが前の二条件（根と境）を指すものとして理解したが、その理解は『瑜伽
論』「摂決択分」に見られる教説に沿うものであり（楊［2017］参照）、また、文法的にも素直な読み方といえる。
但し、この ASVy-Msの読みを採用する場合でも、世親の『縁起経釈』に見られるように、tatがmanaskāra
によって生ぜしめられる識を指すと解釈する例も存在する（室寺［2010］参照）。この解釈は漢訳やチベット語
訳によっても支持され、また、ASBh-Msに基づく佐久間［1996: 7］や Kramer［2013: 1032］の訂正案は、
そのことがより明確になる語形をとっている。恐らく両理解の間には教義的展開があると思われるが、ASBh
が実際にどちらの意図で述べられているのかについて、この箇所だけで断定することは困難である。ここでは
暫定的に、文法的に自然な前者の理解を採用した。
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1.1.5.1.4.2.24 心不相応行の総括（ASBhのみ）

【ASBh】ASBh-Ms 12v3–5（Tatia 11.3–8）, ASVy-Ms 20v6–21r2（Li［2017: 236.12–17］）, cf. 早島
85.

ity evam ete cittaviprayuktāh. sam. skārā(101) dharmān. ām avasthāsu prajñapanāt sarve
prajñaptisanto veditavyāh. .(102) tatra kuśalākuśalādyācayāpacayāvasthā

△
yām ekah. , citta-Bh 12v4

caitasikāpravr
˚

ttya
△
vasthāyām. trayah. , sthityavasthāyām ekah. , sādr

˚
śyāvasthāyām ekah. ,Vy 21r1

laks.an. āvasthāyām. catvārah. , vyavahārāvasthāyām. trayah. , alābhā
△
vasthāyām ekah. , hetu-Bh 12v5

phalāvasthāyām. śes.ā iti. hetuphalam. punar atra sarvam. (103) sam. skr
˚

tam. (104) ve
△
ditavyam.Vy 21r2

tato ’nyasyotpādād dhetuh. , anyatas tadutpādāt phalam iti.

(101) sam. skārā] ASVy-Ms, sam. skārān. ām. ASBh-Ms. Cf. PSkV 88.12, AS 本稿 1.1.5.1.4.2: cit-
taviprayuktāh. sam. skārāh. .

(102) veditavyāh. ] ASVy-Ms Tatia, veditavyā ASBh-Ms.
(103) sarvam. ] ASBh-Ms, om. ASVy-Ms.
(104) sam. skr

˚
tam. ] ASBh-Ms, sam. skr

˚
tam. m ASVy-Ms.
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1.1.5.1.4.2.24 心不相応行の総括（ASBhのみ）

以上、これら心不相応行は、諸法の諸々の状態（avasthā 分位）に対して命名するもの
（prajñapana）であるから、全て名称としての存在（prajñaptisat仮有）であると理解される
べきである (105)。その中で〔も特に〕、善・不善などが増大したり減少したりしている状態に
対しては一つ（得）、心心所が活動していない状態に対しては三つ（無想定・滅尽定・無想果）、
〔諸法が衆同分において〕留まっている状態に対しては一つ（命根）、〔有情の種類ごとの自己
存在が〕類似している状態に対しては一つ（衆同分）、〔有情の生死などのあり方の〕特徴が関
係している状態に対しては四つ（生・老・住・無常性）、言語表現が関係している状態に対し
ては三つ（名身・句身・文身）、〔聖者の諸徳性を〕獲得していない状態に対しては一つ（異生
性）、因果が関係している状態に対しては残余（流転、乃至、和合）がある。なお、ここでの
因果とは、一切の有為〔法〕のことであると理解されるべきである。〔つまり、〕それから他の
ものが生起することによれば〔それは〕因であり、他のものからそれが生起することによれば
〔それは〕果である、ということである。

(105) Cf. PSkV 88.12–13:
evam ete cittaviprayuktāh. sam. skārā dharmān. ām avasthāviśes.es.u prajñapyanta iti prajñaptisanto
veditavyāh. .
このように、これら心不相応行は、諸法の特定の状態（avasthāviśes.a分位差別）に対して命名されるので、
名称としての存在（prajñaptisat仮設有）であると理解されるべきである。

dharmaと avasthāと prajñapanaは、それぞれ、1.1.5.1.4.2心不相応行の adhis.t.hāna、svabhāva、prajñapti
に対応するものと考えられる。
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略号および参考文献一覧

BK-I Bauddhakośa I, See 斎藤ほか［2011］.
BK-II Bauddhakośa II, See 斎藤ほか［2014］.
BK-III Bauddhakośa III, See榎本ほか［2014］.
BK-IV Bauddhakośa IV, See宮崎ほか［2017］.
BK-V Bauddhakośa V, See室寺ほか［2017］.
BK-VI Bauddhakośa VI, See Saito et al.［2018］.
BK-VII Bauddhakośa VII, See 宮崎ほか［2019］.
D sDe dge edition of the Tibetan Tripit.aka
em. emended
Gokhale ゴーカレー本, See AS.
Ms Manuscript
om. omitted in
P Peking edition of the Tibetan Tripit.aka
T 大正新脩大蔵経
Tatia タティア本, See ASBh.
Tib. Tibetan translation
佐久間 対タティア本コリゲンダ, See 佐久間［1996］.
早島 早島本（『インド大乗仏教瑜伽行唯識学派における聖典継承と教義解釈の研

究』）, See AS.
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dharmasamuccaya —Folios 29, 33, 39, 43, 44—,” ARIRIAB 17, pp. 195–205.

［2015］ “Diplomatic Transcription of the Sanskrit Manuscript of the Abhidharma-
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samuccayavyākhyā —Folios 23v4–29r6—,” ARIRIAB 21, pp. 299–307.

［2019］ “Diplomatic Transcription of the Sanskrit Manuscript of the Abhidharma-
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Annotated Japanese Translation of the Abhidharmasamuccaya and its
Bhās.ya (5)

Summary

This paper is a continuation of “Annotated Japanese Translation of the Abhidharma-
samuccaya and its Bhās.ya (4)”, which intends to revise the Sanskrit texts of the
Abhidharmasamuccaya and its Bhās.ya, and to make a Japanese translation of them.

This paper gives translation to a part of the establishment (vyavasthiti) of the
sam. skāra-skandha in the first tridharma chapter of the first part, i.e., the maula part.
This part enumerates and defines twenty-three conditioned forces dissociated from mind
(cittaviprayukta-sam. skāra) such as acquisition (prāpti).

The translation was done by Abhidharmasamuccaya Study Group: Yoshihiko Nasu
prepared a working translation and annotations, then Kazuo Kano and all other members
examined and revised them. Li Xuezhu gave us a full cooperation in editing and revising
the Sanskrit texts included in this paper.

Leader: Yoshihiko Nasu (Social Welfare Corporation Kongojushinkai)
Members: Kazuo Kano (Komazawa University)

Li Xuezhu (China Tibetology Research Center)
Akira Yoshida (Ryukoku University)
Shun’ei Matsushita (Otani University)
Satoshi Hayashima (Ryukoku University)
Takeshi Yokoyama (Gifu University)
Yuki Takatsukasa (Ryukoku University)
Mitsuru Kenchu (Ryukoku University)
Takanori Fukita (Bukkyo University)
Hironori Tanaka (Bukkyo University)
Minori Okuno (Ryukoku University)
Keiki Nakayama (JSPS Research Fellow, DC2)
Yasumichi Mukaida (Otani University)

(Synopsis)

1.1.5.1.4.2 cittaviprayuktāh. sam. skārāh.
1.1.5.1.4.2.1 prāpti
1.1.5.1.4.2.2 asam. jñisamāpatti
1.1.5.1.4.2.3 nirodhasamāpatti
1.1.5.1.4.2.4 āsam. jñika
1.1.5.1.4.2.5 j̄ıvitendriya
1.1.5.1.4.2.6 nikāyasabhāga
1.1.5.1.4.2.7 jāti
1.1.5.1.4.2.8 jarā
1.1.5.1.4.2.9 sthiti
1.1.5.1.4.2.10 anityatā
1.1.5.1.4.2.11 nāmakāya
1.1.5.1.4.2.12 padakāya
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1.1.5.1.4.2.13 vyañjanakāya
1.1.5.1.4.2.14 pr

˚
thagjanatva

1.1.5.1.4.2.15 pravr
˚

tti
1.1.5.1.4.2.16 pratiniyama
1.1.5.1.4.2.17 yoga
1.1.5.1.4.2.18 java
1.1.5.1.4.2.19 anukrama
1.1.5.1.4.2.20 kāla
1.1.5.1.4.2.21 deśa
1.1.5.1.4.2.22 sam. khyā
1.1.5.1.4.2.23 sāmagr̄ı
1.1.5.1.4.2.24 Summary of cittaviprayuktāh. sam. skārāh. (only in ASBh)

キーワード Abhidharmasamuccaya、『阿毘達磨集論』、『阿毘達磨雑集論』、無着、安慧
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